
8
月
22
日
告
示
・
全
員
協
議
会

8
月
28
日
発
言
通
告
締
め
切
り

8
月
30
日
本
会
議
（
議
案
上
程
）

8
月
30
日
予
算
常
任
委
員
会

9
月
5
・
6
日
一
般
質
問

9
月
7
・
8
・
11
日
総
務
産
業

建
設
常
任
委
員
会
・
予
算
常
任

委
員
会
分
科
会

9
月
13
・
14
日
健
康
福
祉
教
育

常
任
委
員
会
・
予
算
常
任
委
員

会
分
科
会

9
月
19
～
26
日
決
算
委
員
会

9
月
29
日
予
算
常
任
委
員
会

10
月
2
日
議
会
運
営
委
員
会

10
月
3
日
・
本
会
議
最
終
日

今
回
の
議
案
の
中
で
注
目
さ

れ
る
の
は
、
米
原
市
民
報
849
号
・

850
号
で
報
告
し
た
水
道
料
金
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
保
護
者
負

担
金
の
引
上
げ
条
例
で
す
。
ま

た
令
和
4
年
度
一
般
会
計
、
特

別
会
計
の
決
算
認
定
が
議
論
さ

れ
ま
す
。
議
論
の
内
容
は
後
日

報
告
し
ま
す
。

一
般
質
問
は
、
9
月
5
・
6

日
に
決
定
し
ま
し
た
。
発
言
通

告
期
限
は
8
月
28
日
で
、
発
言

順
番
は
28
日
の
議
会
運
営
委
員

会
で
決
定
さ
れ
ま
す
。
多
く
の

方
の
傍
聴
、
伊
吹
山
テ
レ
ビ
で

の
視
聴
を
お
願
い
し
ま
す
。

次
の
案
件
に
つ
い
て
、
議
会

運
営
委
員
会
で
今
議
会
に
提
出

す
る
こ
と
が
合
意
れ
ま
し
た
。

第
1
は
、
今
ま
で
健
康
福
祉

教
育
常
任
委
員
会
を
「
民
生
教

育
常
任
委
員
会
」
に
変
更
し
、

環
境
等
の
所
管
事
項
を
変
更
す

る
。
ま
た
特
別
委
員
会
で
あ
っ

た
決
算
委
員
会
を
予
算
常
任
委

員
会
と
統
合
し
「
予
算
・
決
算

常
任
委
員
会
」
と
し
、
議
長
・

副
議
長
を
除
く
14
人
で
構
成
す

る
と
い
う
条
例
改
正
。

第
2
は
地
方
自
治
法
が
改
正

さ
れ
議
員
が
当
該
市
町
村
か
ら

請
負
の
出
来
る
限
度
を
300
万
円

以
下
と
さ
れ
た
た
め
請
負
状
況

を
公
表
す
る
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

第
3
は
2
の
条
例
制
定
の
伴

う
議
員
の
倫
理
条
例
の
一
部
改

正
で
す
。

第
4
は
、
議
員
政
務
活
動
費

を
来
年
4
月
か
ら
年
額
1
人
14

万
4
千
円
か
ら
18
万
円
（
月
額

1
万
5
千
円
）
に
引
き
上
げ
る

も
の
。
こ
れ
は
、
前
回
の
諮
問

委
員
会
か
ら
答
申
の
あ
っ
た
も

の
で
す
。
会
派
の
決
算
状
況
も

政
務
活
動
費
を
上
回
る
額
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
以
上
が
議
会
運

営
委
員
会
か
ら
発
議
さ
れ
た
内

容
で
す
。
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9
月
定
例
会
の
日
程
が
8
月
21
日
の
議
会
運
営
委
員
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。
執
行
部
提
出
の
議
案

は
報
告
3
件
、
承
認
1
件
、
諮
問
4
件
、
同
意
1
件
、
認
定
5
件
、
議
案
18
件
計
32
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。
「
認
定
」
案
件
は
は
令
和
4
年
度
一
般
会
計
や
そ
の
他
特
別
会
計
4
件
の
決
算
認
定
で
す
。

「
条
例
」
案
件
は
水
道
料
金
引
上
げ
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
保
護
者
負
担
金
の
引
上
げ
の
条
例
改
正

で
す
。
ま
た
11
月
の
議
会
委
員
会
等
改
選
を
控
え
、
議
会
条
例
の
改
正
等
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

定
例
会
日
程
決
ま
る

雑
感
総
務
産
業
建
設
常
任
員
会
の
活
動
で
す
。
7
月
27
日
に
は
富
山
県
高
岡
市
、
同
じ
く
28
日
に
は
お
隣

の
福
井
県
敦
賀
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
い
ず
れ
の
市
も
北
陸
新
幹
線
開
業
（
高
岡
市
は
２
０
１
５
年
開

業
、
敦
賀
市
は
来
年
春
開
業
）
に
伴
う
駅
前
開
発
の
問
題
点
を
探
る
目
的
で
す
。
米
原
市
に
お
い
て
も
米
原
駅

東
口
開
発
で
民
間
需
要
を
調
査
す
る
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
課
題
を
調
査
す
る
た

め
訪
問
し
ま
し
た
。
高
岡
市
で
は
北
陸
線
旧
駅
と
北
陸
新
幹
線
新
駅
と
が
離
れ
て
お
り
、
駅
前
に
は
広
い
駐
車

場
な
ど
が
あ
り
、
開
発
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
お
隣
の
敦
賀
市
で
は
、
駅
西
地

区
に
つ
い
て
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
さ
れ
公
設
民
営
の
本
屋
さ
ん
（
写
真
２
）
、
子
育
て
施
設
や
飲
食
施
設
、

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
な
ど
が
多
く
建
っ
て
お
り
、
う
ま
く
行
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
で
し
た
。
敦
賀
市
の
部
長
さ

ん
の
話
し
で
は
、
行
政
が
し
っ
か
り
と
「
コ
ン
セ
プ
ト
」
を
示
し
、
民
間
任
せ
に
せ
ず
、
お
互
い
が
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
か
、
本
音
の
話
し
合
い
が
大
事
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
8
月
10
日
に
伊
吹
山
の
登
山
道
崩
壊
の
視
察
に
い
き
ま
し
た
。
写
真
３
は
５
合
目
か
ら
の
崩
壊
の
様
子

で
す
。
鹿
も
数
十
頭
い
た
そ
う
で
す
が
、
写
真
に
写
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
担
当
者
に
よ
り
ま
す
と

多
い
と
き
は
数
百
頭
に
な
る
そ
う
で
す
。
登
山
道
を
直
し
な
が
ら
、
鹿
捕
獲
の
た
め
の
作
業
や
3
合
目
で
は
、

貴
重
な
植
物
を
守
る
た
め
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
県
・
市
・
議
会
・
地
元
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
が
協
力
し
て
伊
吹
山
を
守
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

注
目
さ
れ
る
議
案

議
会
発
議
４
件
を
提
出

一
般
質
問
は
５
・
６
日
に

敦
賀
駅
前
開
発
（
写
真
・
１
・
２
）

伊
吹
山
登
山
道
崩
壊
状
況
（
写
真
３
）


